
富秋中学校区にお住まいの皆様へ                          一つの敷地（建物）の中に小学校と中学校を設置し、

小学生と中学生が９年間の系統的な教育課程のも

とで、共に学校生活を送ります。  
和泉市では、平成２９年４月に「南松尾はつが野学

園」が施設一体型義務教育学校（小中一貫校）とし

て開校しています。 

一つの敷地（建物）の中に小学校と中学校を設置し、 
小学生と中学生が９年間の系統的な教育課程のもとで、 
共に学校生活をおくります。 現在、幸小学校、池上小学校、富秋中学校の３校をひと

つの学び舎とする「施設一体型義務教育学校（小中一貫

校）」について議論しています。 
池上小学校 富秋中学校 

 

 
 

問合せ先 和泉市政策企画室資産マネジメント担当（担当：中埜・山本） 

TEL：0725-99-8208/メール：chiikimachizukuri@city.osaka-izumi.lg.jp 

 

和泉市・和泉市教育委員会 
幸小学校 

施設一体型義務教育学校（小中一貫校）とは？  
～施設一体型義務教育学校（小中一貫校）の検討～ 資料２

mailto:chiikimachizukuri@city.osaka-izumi.lg.jp


                                         
富秋中学校区の学校教育環境の現状  
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〇児童生徒数の比較（S60-H30） 

S60年度 

  1年 2年 3年 4年 5年 6年 計 

幸小 34  20  52  44  38  57  245  

池上小 78 80 94 76 100 104 532 

計 112 100 146 120 138 161 777 
        

富秋中 213 184 182 - - - 579 

 

H30年度 

  1年 2年 3年 4年 5年 6年 計 

幸小 18  16  11  27  14  19  105  

池上小 40 32 30 38 36 26 202 

計 58 48 41 65 50 45 307 
        

富秋中 70 58 71 - - - 199 

〇学級数の比較（S60-H30） 

  幸小 池上小 富秋中 

S60 10  15  18 

H30 6 7 6 

※昭和 60 年度に比べ児童生徒数は、半分もしくは 

1/3程度に減少 

※昭和 60 年度頃、小学校では、ほぼ複数学級が 

確保されていたが現在ではほぼ単学級 

※将来的な増加の見込みは、現時点ではない 

※中学校においても、将来的に単学級になる可能性 

 
富秋中学校区児童生徒数推移 

〇市内各校の学級数の状況 

 19学級以上 12～18学級 9～11学級 8学級 7学級 6学級以下 

小学校 8 校 7 校 鶴山台南小 ― 横山小・池上小 南横山小・幸小 

中学校 4 校 3 校 ― ― ― 槇尾中・富秋中 

 

施設一体型義務教育学校（小中一貫校）について  

〇地域への波及効果 

ひとつの PTAとなり参加者
の負担軽減、交流増による
一体感が生まれる！ 

小学校と中学校を、同敷地内の 

１つの施設内に設置 

施設一体型 施設分離型 

1.PTA活動の活性化 

現在は個々
の校区での
PTA 活動… 

2.町会等の支援 

小学校 小学校 

中学校 

中学校区全体で支援が 

できる！ 

〇施設一体型義務教育学校（小中一貫校）とは 

現在は校区
毎の支援… 

3.人口の流入増・流出減 

・小・中教員による育み 

・多様な異学年交流 

・小学生の部活動への参加 

・校区全体での子ども見守り育成 等 
小中一貫教育 

⇒施設一体型とすることで、より一貫教育の

効果が期待される。 
このまちで子育
てがしたい！ 

こどもが生まれたので、
地域に帰ろう！ 



                                          
小学生と中学生の交流が盛んとなり、上級生の優しさ、下級生が抱く上級生へのあこがれや 

感謝の心が醸成されます。 

 盛んな異学年交流   

小中の教員が９年間を通して見守り、子ども達は、安心感をもって学校生活を過ごします。 

小学生における英語、算数、体育などの授業について中学校教員による専科指導が可能となります。 

小学生５年生からの部活動が可能となり、小学生の興味関心、中学生のリーダーシップを高めます。 

小･中学校の参観を同じ日にするなど負担が軽減され、PTA 活動もひとつとなり、 

地域活動が行いやすくなります。 

よりよい教育が展開されている地域のシンボルとなり、まちの活性化に寄与することも期待されます。 

施設一体型義務教育学校（小中一貫校）とすることで期待されること  

 ９年間を見通した教育の実践   

 一部教科担任制   

 ５ ･６年生の部活動参加   

 保護者負担の軽減、地域一体の地域活動   

 まちの魅力向上、若者世代流入の期待   

子ども園での説明会、地域での検討状況報告会（10～11月） 

・10～11 月にかけて富秋中学校区内の３か所のこども園（さいわいこども園、池上

わかばこども園、和泉チャイルド幼稚園）で保護者向け説明会を開催 

・11 月 18 日には、地域の皆さまに広く「施設一体型義務教育学校（小中一貫校）」

に関する情報提供や検討状況の報告を行うため「検討状況報告会」を開催 

・「施設一体型義務教育学校（小中一貫校）を検討すること」については、約７割の

方が“検討に必要性を感じる”という回答結果 
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〇アンケート結果：施設一体型義務教育学校（小中一貫校）の「検討は必要と感じるか」 



                             
 

          
２月以降、部会にて「施設一体型義務教育学校（小中一貫校）」とするかの方向

性を検討するにあたり、教育内容などについて議論を深めていき、５月頃に部会

の意見を取りまとめます。その意見を検討会議において整理し、施設一体型義務教育

学校（小中一貫校）の検討についての方向性等を７月頃とりまとめる予定です。 

今後の富秋中学校区等のまちづくりの検討を行うため、 

平成３０年２月に「富秋中学校区等まちづくり検討会議」が発足。 

５月から「子育て･教育部会」を月１回のペースで開催し、 

施設一体型義務教育学校（小中一貫校）の設置等について議論し

ています。 

 

※なお、現時点において方向性等、一切決定事項はありません。 
【日時・場所】 ２月１９日（火） １９時～  ※申込不要 

 池上小学校 ランチルーム（１階） 

 （和泉市池上町 3丁目 14-45） 

⇒ 取組みの様子や部会の開催予定等の情報を市の HPや 

「富秋中学校区等まちづくり検討会議」ニュースレターで発信しています。 

  検索サイトで  富秋中学校区等まちづくり検討会議   と検索してください。 

第９回子育て・教育部会を開催します。 

地域での取組み状況  

今後の部会での取組み予定  

子育て・教育部会にご参加ください！  

会議に参加できない方にも、説明にお伺いします！  

アンケートにご協力ください！  

※第１０回以降も、開催予定が決定次第、ＨＰに掲載していきます。 

※お車でお越しの場合、できるだけお乗り合わせしてお越しください。 

学校・地域等での集まりの場にお呼びいただければ、施設一体型義務教育学校

（小中一貫校）に関する検討状況の情報提供・意見交換の場を設けます。 

ご希望の場合は問合わせ先までご連絡ください。 

※QR コードを使用しない場合、検索サイトで  富秋中学校区等まちづくり検討会議  と検索し、リンク先の市 HP へ移動し、 

⇒ 「富秋中学校区等まちづくり検討会議」 ⇒ 「富秋中学校区等まちづくりに関するアンケート」をクリックし、富秋まちづくり

アンケートフォームからアンケートへお進みください。 

地域の皆様が富秋中学校区等におけるまちづくりの取組につい

てどれくらいの方が知っていただけているか等を調査するため、

ＱＲコードを読み込んでいただき、アンケートにご協力をお願い

します。回答をいただけた方には検討状況等の情報を送付させて

いただきます。 


